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あいさつ
公益社団法人 長崎県看護協会
会長西村伊知恵

今年1月 13日、長崎県の新型コロナウイルス感染者数が3ケタになり、長崎県の感染レベルも2-1に引

き上げられました。オミクロン株の感染力の強さは驚異的で、現在も感染者数は高止まりの状況で推移

しています。

会員のみなさまにおかれましては、心身ともに大きな負担を抱えながら、それぞ、れの職場で一 丸となっ

て毎日の業務を遂行していただいていることに、こころから感謝申し上げます。また、クラスターが発生し

た施設への看護職員の派遣、ワクチン接種への従事など地域からの要請にも対応していただいてお

り、そのことに対しても感謝します。

看護職員への期待が高まるなか、皆さますでにご存じのように看護職員の処遇改善の動きも始まっ

ています。会員のみなさまが安心して働き続けられる環境にするために今をチャンスととらえ、日本看護

協会と連携しながら方向性を同じくして取り組んでいきたし叱考えます。

長崎県看護協会は、令和4年度の重点目標を、以下3点とし、事業を展開します。

1.地域包括ケアを支える看護の役割推進

2.健康で安全に働き続けられる職場づくりの推進

3.質の高い看護実践を支える生涯学習の推進

また、令和2年度に設置した「長崎県看護協会あり方検討委員会」から報告書が提出されることを 

受け具体的な動きにつながるように進みたいと思し、ます。

会員のみなさま方におかれましては、ヲ｜き続き、長崎県看護協会活動へのご
、

理解とご
、

協力をお願い

いたします。



令和4年度 委員会活動計画

【保健師職能委員会 保健師職能委員長市川み 0� 
保健師は、行政、産業分野、医療分野等と幅広い分

野で活躍しており、保健師職能委員会は、委員長以下
県、市町、企業、総合病院、健康事業団の8人の委員で
構成されています。毎月1回の委員会は、働く組織の
違う委員が、保健師が取組むべき健康課題について
情報共有し、一緒に解決に向けた取り組みを考えてい
く場となっています。新型コロナウイルス感染症の感
染拡大により保健所は患者発生に伴う業務、市町はワ
クチン接種業務、事業所では従業員の感染予防対策
等保健師の働く現場でも従来の業務に加え、大変芯
状況と怠っており、委員会も出席者が減る芯ど影響を
受けています。令和3年度は感染拡大の状況を見なが
ら集合型に加え、オンライン、ハイブljット方式芯ど工

夫して会議や交流会・研修会を開催しました。令和4年
度は、地域の看護職聞の連携を目指し、3年度に引き
続きIコロナ禍における地域包括ケアシステムの現状
と課題jをテー マにした交流集会や異なる分野で働く
保健師の各団体のネットワ ー ク強化と共通する課題
への取組を目的にした「保健師ネットワ ーク会議Jを計
画しています。また、令和2年度から始めた新任期保
健師研修会・交流会は、新任期保健師の抱える悩みの
共有や貴重芯交流の機会となったことから継続して
実施予定です。令和4年度の活動計画の詳細が決まり
ましたら、協会だより等でお知らせいたしますので、皆
様のご参加をお待ちしております。

【助産師職能委員会 助産師職能委員長大町いづみ oJ 
助産師職能委員会は、病院、教育分野に勤務する委

員8名で活動しています。
助産師は「母子のみ芯らず、女性の生涯における性

と生殖にかかわる健康相談や教育活動を通して家族
や地域社会に広く貢献する。その活動は、育児やウィ
メンズヘルスケア活動を包含する。助産師は、病院、
診療所、助産所、市町村保健センタ ー、自宅、教育、研
究機関、行政機関、母子福祉施設その他の助産業務
を必要とするサ ー ビスの場で業務を行うことができ
るj助産師の声明・綱領｜公益社団法人日本助産師会
(midwife.or.jp）としています。

本年度、助産師職能委員会では、上記能力のさらな
る向上と情報発信のために、医療施設、地域での母子

保健活動の実施と支援体制構築に向け、以下の内容
の研修会等を計画しています。
1.CLoCMiPレベルE認定研修1講座（オンライン研修）

「母体急変時の初期対応J
2.助産師の新人交流会（卒後1～5年の助産師）
3.国際助産師の巴イベント（みらい長崎ココウオ ー ク

イベント会場での地域住民を対象とした母子保健
活動）

4.性教育セミナ ーの開催（県内小学校、中学校、高校、
里親育成センタ ー）
内容の詳細については、随時お知らせします。
皆様のご参加をお待ちしています。

L 看護側能委員会看護側委員長日美 o] 
看護師職能委員会は、I（病院領域） . II （介護・福祉

関係施設・在宅領域）から怠る委員13名で活動して
います。

全世代型地域包括ケアシステム、地域共生社会の
実現が急がれる中、看護職は、効率的かつ質の高い医
療・看護を提供する上で、重要な役割を担っています。
今年度は、高齢者の医療需要の増加に伴い在宅療養
支援の中心的役割を担う外来看護師の役割を学i�＼

＇

研
修会、「病める人・死にゆく人に何ができるかjという
テー マで寄り添う看護を学 ，3，研修会を企画していま
す。また、昨年度｜こEで実施した「看護師の特定行為に
関わる研修制度の周知・普及jの実態調査結果報告
と、在宅で活躍されている特定行為研修修了者の活

動を知リ、医療的判断および看護職の裁量権を拡大
でき、人々の安全で、安心した療養生活を支える看護
師の育成を目的とした交流会を開催します。さらに、
昨年度にIで実施した「病院における身体拘束の現状J
の実態調査結果報告と看護部全体で取り組みを開始
している病院から講師を招き、ケアを見直す際に、で
き芯いではなくできるためにはどうしていくのかを考
える研修会を行います。

三職能交流会では「新型コロナウイルス感染症へ
の取り組み（仮）Jを行政の立場より講話いただく予定
です。

看護職としての自分磨きができる研修会・交流会
です。ご参加ください。

。



令和3年度災害看
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災害支援ナー ス育成研修（実務編） Zoom配信

参加者：52名

講義内容

－長崎県における災害時看護支援活動

（県福祉保健部医療政策課 馬郡正昌氏）

－長崎県看護協会における災害支援ナー スの登録および

役割 ・ 過去の活動

（長崎県看護協会 荻野智子氏）

．災害支援ナー スの活動の実際

（春回会 井上病院 災害支援ナー ス 山川穂波氏）

研修後アンケ ー トの結果

－災害支援にもコロナ対策が必須な

ので感染予防にも再度研鑓したい

・災害支援ナー スの活動をイメ ー ジ

することがで、きた。

－ グル ー プワ ー クも多く、研修に参

加しているという実感があった。

－オンライン受講はグルー プの方と

のコミュ二ケ ー ションをとりやす

かったので、 よかった。

状況設定：南島原市口之津町にて土砂崩れが発生

口加高校避難所に3泊4 日で派遣

演習内容：以下の状況に沿ってグルー プワ ー ク

状況1 災害発生

2 派遣決定

3 活動場所へ到着

4 活動中に新たな支援を依頼

5 支援ニー ズが減少し活動を終了
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令和3年度災害看護研修報告

開催日時 研修会名

災害支援ナース育成研修～基礎編～
9/1～9/2 

参加者：18名

災害支援ナース育成研修～実務編～
10/2 

参加者：52名

災害支援ナー ス交流会
12/4 

参加者：28名

。

災害支援ナー ス

登録募集中

長崎県看護協会からは、熊本地

震には14名の支援ナー スを派遣

いたしました。 その後徐々に災

害支援ナー ス登録人数も増加し、

現在84 名（令和 4年1 月時点）と

なっております。長崎県看護協会

としての目標は 120名目標に近

づける ように活動しています。



護委員会活動報告
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＊参加者からの声
－実体験を元にした具体的な話が、多＜、実際の場面をイ
メ ー ジしながら考えることができ ました。

－災害が起きたときに、自分にできることに限りがある
かもし れませんが、1つでも現地で a‘ 
の活動に役立てればと思います。 , L マ・・

・ゲ ー ムが面白かったです。またぜひ駅、で汚ピ司
参加したいと思いました。 '\::! . 11 

取材後記

やや敷居の高い印象を持ちがちな被災地支援ですが＼
普段皆さんが患者さんに提供している知識や看護を活
かせる場面が

、

沢山あると思いました。避難所運営ゲーム
HUGも実際の活動をイメ ージできる演習でした。登録
者の皆さんの告職場での活躍が、今後の登録者数の増加
に繋がればと期待しています。

堀田

長崎県看護協会災害支援ナー ス登録状況
120 

100 
84 

開催日時：5月28日（土）
13:00～16:30 

受講料：会員 無料、
非会員 500円

テーマ：防災ゲームを通して
学占t初めての災害看護
災害支援ナー スに登録をし
ていない方でも参加可能で
す。皆さんお気軽にお申込
み下さい。

50 

置議澗冨際司

IF.a圃

O H27 H28 H29 H30 H31,R1 R2 R3 
＋登録者数（名）

＠ 長崎県看護協会 災害看護委員会
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各支部の活動やお知らせをお届けします。

初々しい新入職員の方々を迎え、希望に満ちあふれるその姿に輝かしい春を感じる

この頃です。とはいえ、2022年はCOVID-19の爆発的な感染拡大から始まりました。

まだまだ先が見えない中、最前線で対応されている皆様方に感謝と敬意を表します。

支部事業は2021年度もオンラインでの開催とし、予定していた事業をほぼ開催す

ることができました。これもひとえに会員の皆様方、また各委員の皆さん方のご理解

とご協力のおかげです。感謝申し上げます。今年は、「ふれあい看護体験」もオンライン

で開催することができました。内容は「看護への道J「在宅での看取りを経験してJ「事

前質問J等とし、14校計76名に参加して頂きました。第2回看看連携交流会は「ACPJ

をテ ーマとし計14名に参加して頂きました。第2団施設代表者交流会は第6波の感染

状況を鑑み、やむなく中止といたしました。

2022年度も看護協会の重点目標達成に向けて、オンラインを駆使しながら事業運

営に逼進していきたいと患っております。

新年度を迎えました。コロナウイルス感染症の始まりから足掛け3年目となり

ました。看護職の現場で働いて頂いている方に心から感謝申し上げます。

1ハ 5リモ ー トにて「リスクマネ ー ジャ ー交流会」を開催し、29 名の参加があり

ました。テ ーマ「内服薬の自己管理についてJとして2施設の安全管理責任者から

発表していただき、その後「薬剤自己管理チエツクシー ト」の問題点等について

GWを実施しました。急性期病棟勤務や長期入院病棟、施設の方の参加がありまし

た。退院後は多くが施設へ転所という施設も多く「内服薬管理の基本的問題」等に

ついて他施設との情報交換が出来、有意義だったとの意見でした。3/5の「看護研究発表会」もリモート開催としまし

た。参加者は委員等も含め94名で今回初めて投稿された施設もありました。「マスクJや「災害対応」等、今の現状に即

した研究がなされており他の施設にも生かせる内容でした。コロナ禍の中で看護研究に取り組んでいただき有難うご

ざいました。今後も地域の人々の安全、安心な暮らしを守るべく、看護の質向上と県央支部内の連携（訪問看護師、クリ

ニック看護師、保健師）を一層深めていきたいと思っております。ご理解ご協力をお願い致します。

県北支部では、コロナ禍でイベント活動ができない状況ですが、工夫

をして活動を行いました。「ふれあい看護体験」の代替として、先輩看護

師へのインタビュ ー、看護協会のホー ムペ ー ジ紹介、県内看護系大学や

佐世保市内看護専門学校情報を掲載したパンフレットを作成し、県北

地区の高等学校20 校に配布しました。また、オンラインによる研修を

企画し、予定していた 4つの研修を開催しました。グルー プワ ークなど

の課題もありますが、今後検討していきたいと思います。10月には感

染対策を徹底し、「コロナ禍における訪問看護の現状について」という

テ ーマで訪問看護ステ ーションくりや 森亜砂子先生を講師に迎え、

施設交流会を開催しました。24名の参加があり、厳しい現状の中で在宅療養者に安全に訪問看護が提供されており、

看護の素晴らしさを実感した交流会でした。現在は、2年間開催できなかった県北支部報告会に向け、オンラインで開

催ができるように準備を進めております。
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暖かな春の日差しがなにより嬉しい季節となりました。各施設・病院では新人スタッ
フの育成が始まったところだと思います。コロナ禍の中であり、人材不足ではあります
が 、 新しい芽を摘んでしまわないよう新人育成に努めてまいりたいと思います。

コロナ禍の中で協会活動がほとんどできない状況であります。2月に予定しており
ました五島市椿マラソンも中止となり、予定していた協会活動も中止となり残念です。

今年度はWEB研修が主になると思います。できる限りではあります dliiiiiiillla,.』 Iii 
が、学生の体験学習地域のイベン卜で協会活動が少しでも出来たらと 量� ト
思っております。まずは5月の看護の日イベントを今年こそは開催でき 'fl 。 。 l\ t 
たらと 願っております。一日も早いコロナ終息を願っております。 、F司� fl 

令和4 年も3か月が終わり、新たな年度の始まりです。
1年の中で 、 気持ちを新たにする機会が何度かあります。4月になり上五島支部も新た

な気持ちで活動を行います。
あらゆる感染症に対して予防対策を行い 、 活動の範囲を広げていきたいと考えてお

ります。
・研修報告

令和4年1月15日（土）緩和ケア認定看護師 前川妃史先生により「緩和ケアにおける
終末期のあり方～コロナ渦の緩和ケアを考える～」というテ ー マで研修会を開催しま
した。事例紹介もありとてもわかりやすい講義内容でした。

COVID-19時代の緩和ケアについて、コミュ二ケー ションスキルの重要性を再認識
しました。

穏やかな日差しで過ごしやすい季節となりました。新年度が始まり、部署異動や
新規職員の迎え入れで、期待と不安・ほど良い緊張感を持ちながら業務に従事され
ていることでしょう。壱岐は、3月には高校を卒業した学生たちのほとんどが、進
学や就職のために島から巣立っていきました。益々人口減少と高齢化が進む中、本
年度の重点目標にもあるように、医療と介護が切れ目なく提供できる暮らしやす
い島を目指し活動して参ります。コロナ禍も3年目に入りましたが、次々に新たな
変異株が発生し、中々収束が見えません。しかし悪い事ばかりではなく、Zoom研
修が増えたことで、離島としては参加しやすくなり活用させていただいています。
壱岐支部でも今年こそは fまちの保健室の開催jを目指し、また皆様が興味を持て
そうな研修を企画しておりますので、多数の参加をお待ちしております。

今年度も宜しくお願いします。
令和4年3月5日（土）、令和3年度の看護研究発表会・研修会を

開催しました。今回は、対馬市交流センタ 一 大会議室（200名収
容）に、37名が参加しました。上対馬病院と対馬病院から4演題を
発表し、診療看護師－クリテイカルケア認定看護師の圧山由美先
生をお招きし、研究の講評をして頂きました。また、「研究テー マ
の選定と研究計画書の書き方」をテー マに研修会を行いました。

看護研究に苦手意識を持つ人が多い中、大変わかりやすくテ ー 『E団創

.� 

ー’F

マ選定から文献検索、研究計画書の書き方まで学べ、やってみようという前向きな気持ちになったと好評
でした。
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長崎県看護協会ホーム内？ ？ぞに

アクセスしてみよう
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このぺージへのアクセスは I長崎県看護協会j を市持瞬
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2022匁2Al6回
目E・安全備繍

’安全’，..同・からの.より情・sを更衡しまし
た．

畏鯖県看護協会会畏西村伊知恵 I I 1 ・ I 
T剖： 0957-49-805 ax : 0957-49-8056 I I 円・ b
E-mail : nishimu岬nag制k川rse.oゅ｜ l 画面を下へ川号�

スクロール l し-4立←
． ． 

・..� .. l.とていくと ／に i

。標総長盟果戸護協会

お問い合わせ アクセスマップ サイトマップ

長崎県看護協会会長からのメッセー ジ

平素より本協会へのご理解・ご協力をいただき、 心より感謝申し上げます。

オミクロン株の影嘗で、長崎県内の新型コロナウイルスの感染拡大が爆発

的Ii:縫えています。

クラスターもあちこちで発生し、会員施設の皆様のことを案じております。

皆綴方の施綾は大丈夫でしょうか。

相談ごとやご意見等、 何かございましたら、 予喜ち着かれてからでも結織で

すので、 ご一報いただければ幸いです。
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せ
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－研修センター

など・．．

ヲンt
 

kr
 

ポザ麗

県

看

縄

問

畏

跡。

-· J畏崎県
ニ「 署橿キャリア玉llセンヲ ー

..師・の届出ザイト

とどけ

� 

且編制EB

〈御意見募集中〉
a:,·・問 H 含わせ

OQRコ ー ドを読み込む

＠必要事項とお問い合わせ

内容を記載 ，『、

＠確認画面をクリック LI

看護協会あるいは会報

誌への御意見・御要望を

お気軽におよせホさい！！
. 

お問い合わせ用QRコ ー ド




